
 
 

 3 月度個人 山 行 報 告 書 

フリースペース 
山の紹介・スケッチ・エピソ 
ード・その他自由に 

 
 今回、スキーの滑走中に転倒して
足を捻挫してしまい、ご迷惑をお掛
けしました。山スキーを行うために
は、スキーの技術を向上させる必要
があると思いました。 〈リーダー所見〉 

 追悼スキー山行も１０回を数えるまでになった、今回も多くの方の 
賛同を頂き妙高で両君を偲ぶ事ができた。今年こそはと前日発で来た

が伊藤が望めなかった頂上へは今年も行けなかった、来年も元気な姿

で訪れよと両君の激励と受け止めたい。 

少し暑く、雪も重かったが、景色が良かったので気持ちよく滑ること

が出来た。12:00 に宿に戻り、昼食を取り、13:00 に刈谷を目指して出

発した。17:30 に刈谷に到着し解散した。 

〈山行報告〉   
25 日：刈谷を 19:00 に出発する。高速を飛ばして、1:00 に妙高の杉野澤森茂荘に到着する。先着の横田

さん達と顔を合わせ、就寝した。26 日：7:00 に起床し、朝食を取り、準備をして 9:00 に宿を出発する。

天候はあいにくの雪だったので、山行スキーは行わず、スキー場のゲレンデで滑走を行った。天候が悪い

ので視界が悪く、リフトに乗っている時も寒かったが、ゲレンデは新雪だったので、快調に滑ることが出

来た。しかし、上の方のゲレンデは圧雪されておらず、轍が出来ていたので、初心者の自分にとっては滑

りにくかったです。10:00 に全員で杯を交わして、故、伊藤安雄さん、菅田一信さんの追悼を行った。山

の事故で亡くなった方の追悼は初めてなので、感慨深く感じられたと共に、山は危険で甘く見てはいけな

いという事を再認識しました。その後、数回滑走し、16:30 に宿に帰った。夜はカラオケを唄いながら宴

会を行い、12:00 に就寝した。27 日：快晴。8:30 に宿を出発する。天候は回復したが、昨日積もった雪が

安定していないので、山行スキーは行わず、赤倉スキー場で滑走を行った。天候が晴れたので、滑走中は 
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3/25  晴れ 
 19:00  刈谷発 
 1:00  杉野澤森茂荘着 
3/26 雪 
 9:00  宿発 
 9:30 滑走開始 
 10:00 追悼 
 16:30 宿着 
 23:00 就寝 
3/27 快晴 
 8:30 宿発 
 9:00 滑走開始 
 12:00 宿着 
 13:00 宿発 
 17:30 刈谷着 
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